
 

 

令和５年度公益財団法人ふくしま海洋科学館事業計画書 

 

【 基 本 方 針 】 
  

令和５年度は、館内での感染拡大防止対策に取り組むとともに、これまでの２０

年以上にわたる成果を生かしながら、引き続き、職員一人一人が前例にとらわれる

ことなく、常に新たな視点で事業を展開するなど、費用対効果を考え創意工夫を凝

らした財団運営に取り組んでまいります。 

まず、「アクアマリンふくしま」においては、新型コロナの影響で約３４万人ま

で落ち込んだ入館者が、令和４年度は２月末現在で、５３８，４１４人（前年度同

月比１７６．１％）とコロナ禍前のレベルまで回復しましたが、その要因には行動

制限の反動や国や県の観光需要喚起策があり、令和５年度は再び減少に転じること

が懸念されます。 

こうした状況を念頭に、基本理念の「海を通して人と地球の未来を考える」に基

づき、これまで以上に、展示内容の充実を図るとともに、分かりやすい情報発信に

努めながら、「山・川・海の水の循環」や自然環境の保全と持続的な利用などにつ

いて考える場を提供してまいります。また、「命の教育」を基本とした新たな体験

学習プログラム等の開発を行い、子どもたちが「自然への扉」を開く場を提供して

まいります。 

こうした取り組みを着実に進めることにより、当財団の３つの運営目標である  

① 子どもたちの未来を開く水族館 

② 唯一無二の水族館 

③ 地域と共に歩む水族館 

の実現を目指してまいります。 

具体的には、昨年１２月に採用した３名の解説員による各種解説活動や今月２０

日にリニューアルする「子ども体験館『アクアマリンえっぐ』」での様々な体験学

習プログラム等の実施をはじめ、各種事業を積極的に展開し、令和５年度は、５３

万人以上の入館者数の確保を目指してまいります。 

次に、「アクアマリンいなわしろカワセミ水族館」においては、行動制限の反動

等に加え、猪苗代町からの新たな補助金の効果もあり、令和３年度は５５，７９３

人であった入館者数が、令和４年度は２月末現在で、７５，３２６人（前年度同月

比前１４１．５％）と過去最多の７４，６２５人（平成２７年度）を上回る数字と

なっています。 

令和５年度は、猪苗代町の補助事業の減額をはじめ、入館者数が大幅に増加した

要因が薄まることから、こうした状況を念頭に、基本理念である「ふくしまの湖沼

群を通して人と地球の未来を考える」に基づき、引き続き、福島県の水環境保全の

シンボルである猪苗代湖や裏磐梯湖沼群を中心とした展示をはじめ、環境保全活動

や調査研究活動、環境教育普及活動に関する事業のより一層の充実を図ってまいり

ます。 

具体的には、猪苗代町との連携をさらに深め、町の補助事業等を活用しながら、



 

 

地域住民はもとより、裏磐梯など周辺観光地からの誘客をさらに進め、令和５年度

は、７万人４千人以上の入館者数の確保を目指してまいります。 

なお、令和５年度は、アクアマリンふくしまの次期指定管理期間（令和６～１０

年度）の申請年度にあたることから、開館３０周年となる２０３０年を見据え、現

在策定中の「子ども未来水族館構想」も踏まえ、適切な指定管理料を確保できるよ

うに手続きを進めてまいります。 

 

【 事 業 内 容 】 
 

Ⅰ 公益目的事業 
 
 １ 調査収集事業 
（１）生物収集事業 

展示及び研究目的のための生物の採集、購入及び輸送を以下のとおり施行する。 

① 淡水生物収集                 通年 

② 沿岸生物収集                 通年 

③ 深海性生物収集                              通年 

④ 北方系生物収集（親潮、オホーツク海等）    通年 

⑤ 南方系生物収集（黒潮、サンゴ礁の海等）    通年 

⑥ マングローブ生物収集             通年 

⑦ 植物収集                   通年 

⑧ 蛇の目ビーチ生物収集             通年 

⑨ アクアマリンえっぐ展示生物収集         通年 

⑩ わくわく里山・縄文の里生物収集        通年   

※ 令和４年２月末時点での展示規模は、以下のとおり。 

水槽数（小型水槽は除く） 

・本館                  １１７槽 

・ＢＩＯＢＩＯかっぱの里               １槽 

・蛇の目ビーチ                     １槽 

・子ども体験館「アクアマリンえっぐ」      ２槽 

・水生生物保全センター            ８槽 

・クウェート・ふくしま友好記念日本庭園    ２槽 

         ・わくわく里山縄文の里・金魚館        １３槽 

合 計                                １７０槽 

 

２ 展示企画事業 
（１）飼育生物管理事業 

本館の水槽及び屋外エリアでは、植生も含め自然そのままの棲息環境を忠実に再現し、

その中で生き物が生き生きと暮らす様子を来館者にご覧いただけるような類を見ない展示

づくりを行い、それらを充実させるための飼育展示技術の向上に取り組む。 

（２）展示事業 

魅力ある展示を維持するため、展示品、種名板、情報ソフト等の更新を随時行う。 

① 館全体の情報の更新や展示の拡充、展示機器の故障への対応を行う。 



 

 

② 各種パネルや種名ラベルの更新を行い、来館者へ常に最新の情報を提供する。 

③ えっぐの森どうぶつごっこにリスの貯食行動を体験できる展示を新設し、森の保全を

考えるコーナーとしての機能の強化を図る。 

 

３ 研究開発事業 
（１）水生生物保全センター（串本分館）管理事業  

水生生物保全センター（串本分館）で、採集及び飼育が困難とされる生物の収集・畜養

を行い、新規展示開発に結びつける。 

（２）研究開発交流事業 

・新規展示開発につながる生物収集、生態研究及び環境保全活動の推進 

① ROV、釣り等による深海性生物の収集調査を及び新規生物の展示開発。 

② 卵の収集と育成により深海魚等の新規生物の収集、展示の試み。 

③ 外洋回遊魚類（バショウカジキ、メバチ）の収集、展示。 

④ 深海性甲殻類の入手方法の調査と新規展示。 

⑤ オホーツク海南端部に生息するクサウオ類、深海性甲殻類等の生物の繁殖、種の同

定等の調査研究。 

⑥ 胚発生、ゲノム解析等によるサンマの繁殖生態の解明。 など 

・学会・研究会等参加事業 

① 学会及び各種研究会へ参加し、先進技術の情報収集を行い、当館の展示並びに教育

普及活動に反映させる。 

② 飼育下で得られてきた知見について必要に応じた追加研究を実施し、然るべき学会

等への報告を行う。 

③ 「飼育員の研究レポート」コーナーで研究成果を来館者の方々へも情報発信する。 

・弁財天うなぎプロジェクト 

継続して実施してきた弁財天うなぎプロジェクトについて、引き続きシラスウナギ調

査、うなぎ類の分布調査を実施する。 

・ラブカ研究プロジェクト 

東海大学海洋科学博物館ほかと協力し、ラブカ成魚の捕獲、胎仔の人工保育を試みる。

併せてROVを用いた生息地調査を実施する。 

・放射性物質調査研究事業  

 東京電力福島原子力発電所事故により放出された放射性物質に関する調査を、水産研

究・教育機構、木戸川漁業協同組合他と共同で実施する。風評被害払拭のための重要な

事業であることを認識し、環境水族館として山川海の汚染の推移を把握し、情報発信す

る。 

 

４ 国際連携交流事業 
（１）友好締結園館交流事業 

    新型コロナ感染拡大に伴い交流が制限されていた海外の園館との交流を再開し、友好締

結園館（東京都葛西臨海水族園、モントレー湾水族館、香港オーシャンパーク、パラオ国

際サンゴ礁センター、新潟市水族館マリンピア日本海、クウェート国立科学研究所、ナシ

ョナル・アクアリウム、中国科学院水生生物博物館、北京海洋館、上海海洋水族館、ロッ

テワールド水族館、那須どうぶつ王国、宇都宮動物園）との情報交換を行う。 

 



 

 

５ 企画営業事業 

（１）イベント等開催事業 

魅力あるイベント開催等により来館者サービスの向上や誘客促進に努める。 

集客力と来館者サービス向上のため、季節に応じた多彩なイベントや企画展示を以下

のとおり開催する。 

① 小名浜国際環境芸術祭  

ア 期間：９～１１月 

イ 概要：芸術の秋にちなんだ展示を行う。 

   ② 季節イベント 

      ゴールデンウィーク、夏休み、クリスマス、年末年始、春休み等に合わせてイベント

を開催する。 

（２）広報宣伝事業  

新型コロナ感染拡大による来館者の減少で大きく低下した当館の認知度を少しでも回

復させるため、パブリシティを活用した広報活動と各種媒体による広告宣伝などを積極

的に展開する。 

① パブリシティを活用した広報活動 

広告料を必要としない媒体の活用や広報活動を積極的に行う。 

ア マスコミ各社に対する情報提供、テレビ・ラジオ等への取材対応・出演 

イ 県内外の新聞、旅行誌、タウン誌等への情報提供 

ウ 観光施設、公共施設へのチラシの配布、配置 

エ 無料Ｗｅｂサイトへの情報提供 

②  広報媒体による広告宣伝 

各種媒体を精査した上で、県内外で費用対効果の高い広告宣伝を行う。 

ア 県内及び隣接県でのテレビ・ラジオＣＭの放送 

イ 県内及び隣接県での新聞、情報誌等への広告掲載 

ウ Ｗｅｂ広告やフリーペーパーへの広告掲載等 

③ 移動水族館専用車（アクアラバン）を活用した広報宣伝 

アクアマリンふくしまの宣伝活動を目的に、多くの集客のある会場・イベントにおい

て移動水族館を開催する。 

④ 各種観光イベント等への参加 

主に首都圏を中心とした県外での観光イベントに参加し、移動水族館やプロモーショ

ン、チラシ配布による広報活動を行う。 

⑤ ウェブサイトの充実による広報宣伝 

ウェブサイトとＳＮＳを活用し、タイムリーな情報提供を行う。 

   ⑥ 動画配信による広報活動 

     メディアや環境問題に取り組む団体の動画配信事業に協力することにより、情報の拡

散範囲を広げる 

（３）観光誘致事業 

様々なアプローチにより営業・誘客活動を行う。 

① 旅行エージェント営業 

アフターコロナの一般団体誘客のため、旅行エージェントへの提案型営業を継続して

行う。 

② 近隣施設との連携 

アクアマリンパーク３者協議会(いわきら・ら・ミュウ、イオンモールいわき小名浜、

アクアマリンふくしま)に、いわき観光まちづくりビューローを加えて連携を強化する。 

 



 

 

③ 磐越道沿線施設連携事業（ばんえつ発見の旅サポート） 

いわきと新潟をつなぐ磐越自動車道沿線の文化施設及びNEXCO東日本と連携し、共同PR

イベントの開催やNEXCO東日本企画の割引協力を通して、広域からの誘客を推進する。 

④ 企業・団体への営業強化 

     企業・団体に対し、福利厚生事業としての入館前売券購入を提案するなど、営業を強

化する。        

⑤ 学校関係団体への営業強化 

     県外の学校関係団体の修学旅行等による利用を増やすため、教育委員会や教育関係の

旅行会社へ営業を行う。特に、コロナ禍で利用が伸びている栃木県・茨城県及び利用が

減少している東京都・千葉県・埼玉県など首都圏への営業強化と、コロナ禍前に利用が

多かった九州・関西方面への営業強化に取り組む。(誘客の再構築) 

⑥ 館外チケット販売の強化とキャッシュレス・QRコード決済の導入 

     館外チケット販売を強化するとともに、取り扱うキャッシュレス・QRコード決済の範

囲を拡大することで、お客様の利便性の確保、入館の明確化(事前予約)、チケットの販

売促進及びチケットカウンターの混雑緩和を図る。 

（４）地域交流事業  

地域に根ざした施設づくりを進めるとともに、様々な機会を通して地域との連携を深

め、人・モノ・情報の交流を活発にして地域の活性化と魅力的な地域づくりに努める。 

① 小名浜まちづくり市民会議への参画 

いわき花火大会への協賛など小名浜まちづくり市民会議の事業に積極的にかかわり、

小名浜地区の地域活性化に貢献していく。 

② 公共施設連携 

    地元の文化施設と連携し、エリアとしての魅力を高めていく。 

③ 移動水族館専用車（アクアラバン）を活用した地域交流の推進 

主に県内の文化施設・イベントの誘客に貢献することを目的に、移動水族館を開催す 

る。 

④  FIGHT10 

     福島県と北関東の動物園、水族館が連携することにより生き物好きの回遊の動きをつく

りだすとともに、共同事業による情報発信を行う。 

 
６ 入館者管理事業 
（１）入館者サービス向上事業 

① 感染症対策の徹底 

館内の混雑緩和に向けた来館者誘導に努めるとともに、換気や清掃の徹底等に引き続き

取り組み、来館者の安全・安心の確保に努める。 

② サービスの充実 

高齢者から幼い子ども、障がい者まで全ての来館者が快適に過ごせるような設備  

    の充実とサービスの向上に努める。高い接遇技術を有するスタッフを館内各所に配置し

    て、迅速かつ丁寧に来館者の要望やクレームに対応し、満足度を向上させるためのサー

    ビスの充実を図る。   

さらに、接客や来館者アンケート等により得た来館者の要望や評価を把握し、サービ

ス向上に反映させる。 

③ 館内案内の充実 

     館内案内リーフレットを配置し、来館者の観覧を支援するとともに、館内プログラム

の情報を提供することで、来館者の利便性向上を図る。リーフレットは海外の来館者も

利用できるよう、多言語のものを作成して配置する。 



 

 

④ 年間パスポートの販売促進 

    リピーターの確保のため、１年間何度も利用できる年間パスポートを販売する。購入

者には特典を設け、満足度向上を図り、購入者数を増加させる。 

⑤ 開館時間の延長 

花火大会開催日やお盆期間、クリスマスなど、来館者のニーズや開催イベント等の内

容に応じて、開館時間を延長する。 

 

７  企画展開催事業  

   マリンホールにおいて「絵本すいぞくかん アクアマリンふくしま × スイミー」を、

アクアマリンえっぐにおいて「飼育員すばる君の秘密道具」を開催する。 

 

８ 学習交流事業    

（１）解説事業  

来館者に展示テーマや展示生物への理解を深めていただくため、新たに配置した解説員

による、展示ガイドツアー等の開催やアクアマリンえっぐでの体験活動の実施など、解説

活動を充実させる。また、「わくわく里山・縄文の里」をはじめ、「ＢＩＯＢＩＯかっぱ

の里」や「蛇の目ビーチ」、「アクアマリンえっぐ どうぶつごっこ」等の屋外施設を活用

し、多様な自然体験活動を提供することにより、福島県の自然環境の保全に寄与できる人

材の育成を図る。さらには、関係団体やＮＰＯ等と協働してワークショップを定期的に開

催する。 

（２）学校教育関連事業  

学校及び社会教育施設との連携を図りながら、海の生物、海洋文化・科学に関する学

習支援事業を推進する。また、 

① ゲストティーチャーを実施する。 

② アクアマリンふくしまの利用案内をするガイダンスや館内の展示に関連した館内学   

習を実施する。 

③ 移動水族館専用車（アクアラバン）を運行し、県内の学校や社会教育施設を対象とした

移動水族館を開催する。 

④ 教員セミナーを実施（８月中に２回開催）する。 

⑤ 職場体験やインターンシップ、学芸員実習など、館内での実習を行う。 

⑥ 当館で実施している教育活動を案内するホームページを作成し、館内学習の内容につ

いての情報提供を行うなど学校の利用促進を図る。 

（３）情報提供事業  

  インターネットや機関誌を利用して、館内活動状況、水生生物及び海などに関する情

報を提供する。 

   ① インターネットによる情報発信 

ホームページのほか、ＳＮＳにより随時情報を発信する。 

② 機関誌（ＡＭＦ ＮＥＷＳ）の発行 

四半期ごとに年４回発行する。ホームページにデジタルブックを掲載し、利便性向上

を図る。 

 

９ 施設管理事業  
（１）「ふくしま海洋科学館の管理に関する基本協定書」に基づき、県有財産の維持管理･修繕

を適正に行う｡ 

また、県の実施する館内照明、エントランスの木床及びクレーンの更新工事や、昇降機

設備、電動開閉窓、非常用発電装置など更新時期を迎える設備等について支障なく更新さ



 

 

れるよう、県と協議を進めていく。 

（２）省エネルギー対策として、エネルギーの使用状況を詳細に把握することにより、効率的

な熱利用を行う。同時に廃熱の回収や熱ロスと外気温からの影響の低減を目標に、既存設

備の改修を計画する。 

（３）施設の老朽化等に伴う事故発生を防ぐため、ＫＹＴ活動の徹底、館内における逆洗等共

通作業の標準手順書の作成、及び各種安全衛生教育に努める。 

（４）主要維持管理施設  

○いわき市小名浜字辰巳町地内 

①ふくしま海洋科学館 

本館等敷地面積              ５６，１８９．５２㎡   

本館延床面積               １２，９３５．１１㎡ 

水生生物保全センター延床面積               ９２５．０９㎡   

子ども体験館「アクアマリンえっぐ」延床面積 １，２６６．７０㎡ 

屋外便所延床面積                 １０６．１８㎡ 

温室                        ５２．５４㎡  

わくわく里山・縄文の里関連施設延床面積   １，５０９．５６㎡ 

屋外屋根通路棟                  ８３．１１㎡ 

伝馬船工房                    ３９．７４㎡ 

炭焼き小屋「たろうがま」             ３４．８０㎡ 

②駐車場関係 

施設外駐車場面積             １２，０９３．８１㎡ 

 

○いわき市小名浜下神白字松下地内 

①海水取水・送水施設 

ろ過送水棟敷地面積               ６６５．５４㎡ 

ろ過送水棟延床面積                  １８０．０４㎡ 

取水ポンプ棟敷地面積              ２３８．２９㎡ 

取水ポンプ棟延床面積                ８４．４３㎡ 

取水管（管径 ３５０ｍｍ）                 １８２．２０ｍ 

揚水管（管径 ３００/３５０ｍｍ）          １４６．００ｍ 

送水管（管径 ２５０ｍｍ）             ２，８８５．６４ｍ 

   ○和歌山県串本町 

    ①水生生物保全センター分館 

     延床面積                    １８６．００㎡ 

（５）来館者用駐車場の確保  

来館者に対応できる駐車場を確保する。 

① 専用駐車場      ２８２台（うち身障者用５台、バス１５台） 

② 公共駐車場    １，４２９台（うち身障者用１７台）  

 駐車場合計    １，７１１台 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１０ カワセミ水族館事業 
福島県内及び猪苗代湖の保全をテーマに統括的な施設運営を図り、参加体験型展示を通

じて環境保全及び教育普及活動に関する事業を展開する。 

また、福島県内の淡水魚、は虫類、両生類、鳥類等の保全と調査研究を行い、情報発信

に努める。 

（１）施設の概要 
   ○猪苗代町大字長田字東中丸地内 

     アクアマリンいなわしろカワセミ水族館 

      猪苗代町緑の村管理センター          ７３６．００㎡  

猪苗代町緑の村釣堀、鑑賞池       １０，０００．００㎡ 

猪苗代町淡水魚館               ６０５．１０㎡ 

（２）展示事業  

①  猪苗代湖及び周辺自然環境情報のパネル展示 

②  淡水生物の分布についての水槽展示及びパネル展示 

③  外来水生生物の飼育展示及びパネル展示 

④  希少淡水生物繁殖保全水槽 

⑤  ユーラシアカワウソの飼育展示 

⑥  水辺に生息する鳥類の飼育展示 

⑦  福島県内に生息する哺乳類の展示 

⑧ 企画展示  

⑨ 展示水槽数 

  淡水生物水槽  １４０槽 

  哺乳類水槽     ５槽 

  キンギョ水槽   １６槽 

  カワウソ展示室   １室 

  鳥類展示室     ８室 

合計    １６１槽９室 

（３）体験プログラム 

① 釣り体験の実施 

② 参加体験型展示と映像を放映 

③  館内オリエンテーリングの実施 

④  館内ワークショップの実施 

⑤  木育キッズコーナーの充実 

（４）情報発信 

各種展示やHP・SNS等を通じて、猪苗代湖の保全、希少淡水生物の繁殖・保全について

情報発信する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 公益海洋文化学習振興事業 
 
１ 海洋文化推進事業  
 

（１）シーラカンス調査事業  
シーラカンスの学術研究を長期的なテーマとして堅持しつつ、新型コロナに伴う各種制

限の緩和を受け、インドネシア諸島周辺及びアフリカにおけるシーラカンス調査研究を再

開する。現地研究機関や大学と相互協力し、シーラカンス研究グループを組織し、本研究

が、サンゴ礁の域内保全活動の一環であるとの認識を共有する。 

インドネシア、アフリカ調査で得られた結果を、館内の展示を通して来館者に伝える。

また、シーラカンス研究活動において共同研究している大学等の研究機関と共に、学術的

な成果を館内及び館外で報告する。 

 （２）海洋環境保全事業 

海洋文化の健全な推進を促すため、海洋環境保全に関する事業に着手する。特に、海

洋プラスチックごみ問題に関する啓発活動の実施、海岸清掃イベントの実施、市民活動の

活性化に取り組む。 

いわき市内の海岸の漂着物分布状況、海洋生物の被害状況についても調査を実施し、継

続的記録として今後の参考になる資料の蓄積に努める。 

 

２ スクール開催事業  

（１）スクール開催 

生物や環境、命の大切さなどについての体験を通して楽しみながら学ぶプログラムを

提供する。子どものみ、親子等というように、募集対象も異なる多種多様なプログラム

を事前参加募集により開催することとし、オンラインの活用や教材提供等の手法も用い

て実施する。 

例）ナイトツアー、工作体験、飼育体験、漁業体験他、オンライン講座 

（２）釣り、調理体験などの開催 

アクアマリンえっぐの釣り場でのマアジやギンザケ等の釣り体験、蛇の目食堂での調

理・食事体験を実施し、子どもたちに命を頂戴する意味を、五感をとおして考える機会

を提供する。 

アクアマリンえっぐ内において、解説員及び当館のボランティアの支援による生物多

様性をテーマとした様々な体験活動を提供する。 

 

３ ボランティア等活動事業 

  （１）アクアマリンふくしまボランティアの会 

アクアマリンふくしまボランティアの会による自主的、積極的なボランティア活動を通

して、来館者の学習活動を支援するとともに、多様な交流を促進する。また、ボランティ

ア活動者に対しては、資質向上のための専門研修を継続的に行い、本施設を自らの学習・

実践の場として積極的に提供する。 

① バックヤードツアーの実施 

② アクアマリンえっぐのボランティアーズステーションを中心とした展示解説や体験活 

動の支援 

③ アクアマリンえっぐにおける各種体験の支援（工作や釣り体験等） 

④ 各所におけるスポットガイドの実施 

⑤ 企画支援（イベント準備等の支援）  

 



 

 

⑥ 研修の実施 

接遇研修、Ｑ＆Ａ研修、バックヤード研修、他館視察研修等ボランティア各個人の経 

験に合わせた研修を実施する。 

（２）チューターの配置 

各分野で専門的な知識や経験を持った方を教育指導員（チューター）として登録し、

展示の充実や来館者の観覧支援に当たる。 

 

４ 移動水族館事業 

主催者等からの申請に基づき地域交流イベント等に移動水族館を運行し、地域振興に貢

献する。普段当館に足を運ぶことができない人に対する海洋生物に親しむ機会の提供を通

して、多くの人々に、海洋生物や文化、科学等への興味、関心を高めてもらうとともに併

せて、アクアマリンふくしまの宣伝を行い、当館への誘客につなげる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ 収益事業 
 

ミュージアムショップ及びレストランの機能を充実させ、サービス向上に努めるとともに、

財団の健全経営に資する事業として売り上げを伸ばし、より多くの収益を確保するため、来

館者単価の向上を図る。 

 

１ ミュージアムショップの運営 

売上げ状況の分析による販売商品の定期的な見直しを行うほか、試作・検証を十分に行

いながらオリジナル商品の開発に積極的に取り組むと同時に、店舗ごとに商品構成の差別

化を図り、来館者の購買意欲を高め、売り上げの向上につなげる。 

また、常設展の新規展示や企画展と連動した商品を販売すると共に、店内のディスプレ

イや季節演出等によりミュージアムショップの魅力を高め、売り上げの増加を図る。 

 

２ レストランの運営 

レストラン「アクアクロス」及び露店「The Roten Café Breeze」は、新規メニューの開

発や、材料費及び光熱費の高騰をふまえた料金設定の見直しを行い、来館者の利用促進と

収益の向上を図る。 

また、館内２階潮目の大水槽前では、話題性の高い寿司処「潮目の海 HAPPY OCEANS」

を営業して収益増を図りながら、漁業資源の利用についての問題提起を行う。 

 

・イブニングイベント事業 

「肴を旨く食べる会」 

財団が推進するハッピーオーシャンズの理念に基づき、会食等を通してその食材であ

る魚介類等に関する認識を深め、魚食の啓発を行うとともに、会員相互の情報交換と親

睦を図ることを目的として開催する。 

 


